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九州大学は、1911（明治 44）年に医科大学と工科大学の 2 つからなる九州帝国大学として設置されました。当

時最高学府とされた帝国大学のなかでは、4 番目の創設となります。

その後、順次学部の整備が進み、農学部（1919 年）、法文学部（1924 年）、理学部（1939 年）が設置されました。

戦後、1947（昭和 22）年に九州帝国大学は九州大学と改称され、学制改革により 1949（昭和 24）年には新制九

州大学となりました。以後、現在の組織のもととなる文系、理系学部、各研究所等の設置が行われました。

1970 年代には、大学院改革の一環として、既存の研究分野の境界領域をカバーする「学際大学院」構想が進め

られました。この時期、社会がより高度化・複雑化するに伴い、大学院への要請が多様化したためでした。こ

の構想の実現が、1979（昭和 54）年の総合理工学研究科の設置などにみられます。

1991（平成 3）年、九州大学の新キャンパスヘの統合移転構想が評議会決定されました。以後、「九州大学の改

革の大綱案」（1998 年評議会決定）等による大学改革を進め、大学自ら長期的な改革計画を策定・実現するとい

う先駆的取り組みを行ってきました。この大綱案の中核として、「大学院重点化（整備、充実をはかること）」

（2000 年完了）を行い、同時に「学府・研究院制度」を導入しました。この制度は、大学院を教育組織（学府）と

研究組織（研究院）に分離し、各組織を必要に応じて再編できるようにしたものです。これらの改革を空間的に

実現する試みは、新キャンパス統合移転計画に盛り込まれています。

2003（平成 15）年 10 月には、九州芸術工科大学と統合し、新たに芸術工学部、芸術工学府、芸術工学研究院

が誕生しました。この統合により、教育面では多様な授業科目の履修が可能になりました。また、研究面では、

芸術工学と幅広い諸科学との連携による研究が進展し、新しい価値を創造しうると期待されています。

2004（平成 16）年 4 月の国立大学の法人化を機に、「教育」、「研究」、「社会連携」、「国際連携」を重点活動分

野として位置付け、「新科学領域への展開」と「アジア指向」という将来構想を柱に、世界レベルの教育・研究拠

点を目指した改革に取り組んでいます。

2005（平成 17）年 10 月には、福岡市西区元岡・桑原地区、前原市、志摩町にまたがる新キャンパス（伊都キャ

ンパス）が開校し、箱崎キャンパスから工学系の移転が実施され 2006（平成 18）年 3 月には、工学系の移転が完

了しました。また、生活支援施設及び学生寄宿舎等の学生生活支援施設の整備も進み、最先端の設備・環境の

下、自然とも共生しながら教育・研究が行われています。2009（平成 21）年 4 月には、全学共通教育が行われて

いた六本松キャンパスが伊都キャンパスへ移転し、今後も他学部等が順次移転する予定となっています。
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 ７代 百　武　源　吾　（海軍大将） 18 代 髙　橋　良　平　（理　　博）
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